
有明海におけるカキ養殖に関する研究

有明海研究所
背景、目的

有明海福岡県地先においてカキ養殖は、昭和３０年代にノリ養殖と入れ替わるように

衰退しましたが、近年、二枚貝の浄化能力が注目され、有明各県で養殖研究が行われる

ようになりました。当海域に生息するカキは、漁業利用度が低く、生態に関する知見は

少ないのが現状です。

そこで、本県有明海産カキの有効利用と養殖種としての可能性を把握するため、各種

カキの分布を明らかにするとともに、その天然採苗試験に取り組みました。

成果の概要

（１）有明海に分布するカキの種類及びカキ分布状況

採取したカキのＤＮＡ

を分析した結果、シカメ

ガキ、マガキ、スミノエ

ガキの３種が確認されま

した。また、河川部では

シカメガキのみ、河口部

及び沖合部では地盤高１

～２ｍ付近にシカメガキ

が、０～１ｍ付近にマガ

キ、スミノエガキが確認

され、種類毎の分布の特性

が明らかになりました。

（２）天然採苗試験

漁港での採苗試験の

結果、カキの付着は７

月下旬～８月上旬の小

潮付近に多く、競合す

るフジツボの付着は７

月中旬～下旬に多くみ

られますが、８月には

減少しました。採苗さ

れたカキは、すべてシ

カメガキでした。

これらのことから、

７月下旬～８月上旬の小潮を目安にした採苗により、シカメガキの天然採苗の可能性が

示唆されました。
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分布が確認された３種類のカキ

漁港におけるカキ天然採苗試験結果


